
出席者45名・欠席者13名・免除会員5名
麻田・後藤・和泉享・稲田・加内・小山・川原・眞鍋・松山
森・倉田・中野昌・天野-会員

72.4％（11/7）

齋賀　護

中川　清

和泉　清憲

∵ 12月のプログラム
5 (№１)-年次総会

12 (№2)-会員卓話

19 (№3)-忘年家族会

26 (№4)-休会

∵ 他RC例会変更
善通寺　12/11→12/7家族例会
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お知らせ

■会長挨拶

昨日11月20日は、酉の日でした。年に十二支があるように、日付にも毎日十

二支が割り振られています。11月の酉の日には、酉の市が浅草の鷲（おお

とり）神社を中心に、今なお盛大に行われています。昔、日本武尊（ヤマトタ

ケルノミコト）が白鳥になって天に昇った伝説などから、鳥は神の使いとして

祀っています。

酉の市で有名なのは、運や福をかき集めてわしづかみしにしようという縁起

物の熊手です。またその買い方が独特で、まず値段を聞いてから、値切りま

す、もっともっと値切ります、頃合いをみて商談成立すると、周りのお客さんも

巻き込んで手締めをします。ところがそこからが粋でそのまま安く買うのは野

暮な事とされ、お客は最初に聞いた値段を支払い、値切った分のお釣りはご

祝儀としてお店の方にあげます。お客さんは安く買えて嬉しい、お店の方は

ご祝儀をもらってうれしい、周りの人も楽しんでもらえる、売り手、買い手、世

間の三方良しの気風の良い話です。

坂出東　11/27　夜間例会

　　　　12/18　ｸﾘｽﾏｽ家族例会

　　　　12/27　休会

∵ ニコニコＢＯＸ；

祝結婚月　

　横田君　大西信君

よいことがありました

　秋山憲夫君　橘君

谷川さんの卓話を聞いて

　齋賀君

<ニコニコ会計累積/￥185,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

早退します

　菅君　塩田君

<がんばる会計累積/￥173,500>
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間の三方良しの気風の良い話です。

■幹事報告

①地区大会出席者は10時にレフコ駐車場に集合してください

②丸亀市文化振興講演会の案内が届いております

③少林寺拳法より礼状が届いております

■例会事業;会員卓話；谷川淳二会員

私は1972年11月17日高松市高松町で生まれました。

今年の3月より琴参観光という旅行代理店に身を寄せ

ていますが、それまではグループ会社の琴参バス（旧

琴平参宮電鉄株式会社）で平成7年に入社して以来

24年間貸切バスの営業として勤めてまいりました、で

すので皆様により身近なバスの話をしたいと思います。

全国の路線バス業界の現状ですが、バス利用回数は50年前が年間98億回

（1人当たり100回）だったのに対して現在は42億回（１人当たり40回）と半分

以下になっております。ちなみに香川県の1人当たりの年間バス乗車回数は、

4.6回（3年前統計）で全国最下位です。このように特に地方路線の利用客離

れが著しく、現在香川県内で運営している路線バスはほぼ赤字路線で国、

県、市町村より補助金を頂いてなんとか運営しているのが現状であります。

続いて貸切観光バス事業は、平成12年の規制緩和に伴い参入しやすくなり

事業者数が増えました。その為過当競争になり、金額の安さだけを求めて

安全性の意識が低下し、平成24年関越道のツアーバスの事故、平成28年

の軽井沢でのスキーバスの事故など無残な事故が相次ぎました。バスの

運転手の労務環境の悪化が原因と言われています。そこで今まで利用者

にわかりにくかった、バス事業者の安全に対する取り組みが一目で分かる

ようにセーフティーバス認定（貸切バス事業者安全性評価制度）という制度

があります。

（裏へ続く）

E-mail,office@marugamerc.com    http://www.marugamerc.comTel,0877-23-8300　Fax,0877-23-8321

があります。

（裏へ続く）



2019.11.21

Vol.57

№20

（2778）

ある一定の基準をクリア―すれば、星マークをバスの車体に表示するようになり

ました。2年に１度申請しランクアップ（最高３星）が出来ます。国土交通省や日本

バス協会のホームページなどで確認することができます。貸切バス選びの一つの

基準としてみてはいかがですか。

このようにバス業界は利用者の減少と安全性向上というのが今の課題です。

そして今後のバス業界は私の願うところとしては、社会的役割である街づくり、経

済効率向上、交通安全、高齢化社会の進む地域社会維持、環境問題解決、観光

産業発展、というように公共交通機関としての役割を果たしながらも、より地域に

根差したバスの運転手やバスガイドといった人を育成することで、地域の活性化

の中心として貢献できるようになればと考えています。

今後とも、より良いバス事業を支える旅行会社の一員として、皆様の意見をお聞

きしつつ、ご提案をさせていただきたいと思います。


